
必ず、正しい守秘義
務に関するステート
メントを追加してく
ださい。

正しいステートメン
トを入力：

「社外秘」または
「極秘」。公開情報
に関する

ステートメントは不
要です。

！
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サプライヤー
向け持続可能性
ガイド

AstraZeneca のサプライヤー最低要件に
関するガイダンス

および

持続可能性におけるリーダーシップの
ベストプラクティス
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イノベーションを支えるためには、

医療の提供方法を変革する

必要があります…

人々、社会、そして

地球の健康のために。

正しい行動なのです。

これは慈善活動や

企業の社会的責任

ではありません。

これはビジネス上

きわめて重要であり、

私たち全員の責任です。



当社の持続可能性戦略

AstraZeneca のサプライヤー向け持続可能性ガイドへようこそ
サプライチェーンに属する企業である皆様は、サプライチェーンのレジリエンスを高めながら、世界中
の患者に重要な医薬品を途切れることなく届けることを通じて、AstraZeneca がより持続可能なビジネ
スへ移行する上で不可欠な存在です。

本ガイドでは、これらの目標達成を支える最低要件を示すとともに、望ましい水準を明確にし、実践的
な支援を提供し、貴社にとって最も重要なステップの優先順位付けを支援します。本ガイドは網羅的な
ものではなく、持続可能性の要件を満たすためには、各社において独自のプログラムを設計する必要が
あります。

本ガイドの使い方：

• セクション 1：概要 — 要件（交渉不可であり、契約に含まれる、または法規制に基づくもの）、
期待事項（ベストプラクティスとして、または要件達成の手段として強く推奨されるもの）、
支援プログラム（業界イニシアチブおよびネットワーク）、ならびにビジネスケース（AstraZeneca 
と業界期待との整合性、および脱炭素プログラムがネットゼロ達成に向けた道筋のどこに位置付け
られるかを含む）。

• セクション 2：最低要件の達成に向けたステップバイステップの手引き — SBTi、EcoVadis、CDP、

AstraZeneca に割り当てられた排出量に関する脱炭素計画、労働権および人権、インクルージョ
ン&ダイバーシティ（I&D）、持続可能な調達に関する SME 向け支援を含む。

• セクション 3：最低要件を超えて — 人権、再生可能電力およびクリーンヒート、製品/拠点のカー
ボンフットプリント、バイオマテリアル調達、自然資本、持続可能な調達における持続可能性の
リーダーシップを示すためのガイダンス。

• セクション 4：追加リソースとサポート — 推奨される外部情報源、および当社への連絡方法や追加
支援へのアクセス方法。

セクション 1 から開始し、セクション 2 を完了した後、セクション 3 ～ 4 を活用して取り組みの効果を高め、必要な支援を活用してください。
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セクション 1：概要



AstraZeneca との協働する上での基盤は、
第三者向け行動規範です

本文書は、正しい行動を実践するため
に必要と当社が考える事項と、当社と
共に、当社のために、または当社に代
わって業務を行うすべての第三者が従
うべき行動規範をまとめたものです。
法令遵守および誠実な行動という基本
要件に加え、本行動規範は、当社と同
等の倫理基準を共有するパートナーと
のみ協働するという基本方針の一環で
す。

https://www.astrazeneca.com/content/dam/az/PDF/
Sustainability/Code-of-conduct-for-third-parties.pdf
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契約要件は、年間支出が 25 万ドルを超えるサプライヤーに適用されます。また、年間支出が 130 万ドルを超える一部のサプライヤーのみが CDP への開示に招待されます。

政府、HCO（医療機関）、学術機関、個人事業体、および協同組合など、特定の組織形態は、一部の要件の適用対象外となります。適格性に関するお問い合わせは、sustainable.procurement@astrazeneca.com までご連絡ください。

6

SBTi ステータス — SBTi 検証に提出済みの短期目標
SBTi ポータル上でのコミットメント登録、およびコミットメントから 12 ヵ月以内の目標提出（検
証用）。

理由：SBTi 目標は、サプライヤーの将来的な脱炭素化を示す、科学的根拠に基づく公開指標である
ため。

EcoVadis 総合スコア — 総合スコア 45 超の有効なスコアカード
年次の EcoVadis 評価を実施し、提示された是正措置に基づき、毎年スコアの向上を目指してくだ
さい。

理由：EcoVadis は、環境・倫理・労働権および人権・持続可能な調達の各分野におけるサプライ
ヤーの持続可能性の成熟度を把握するのに役立つため。

排出量データ — スコープ 1・2 に加え、スコープ 3 カテゴリー 1 ～ 8
排出量データは EcoVadis の指標セクションを通じて提出し、年次で更新してください。また毎年、
一部のサプライヤーに対し、CDP を通じた情報開示を無償で依頼しています。

理由：サプライヤーから提供される排出量データは、当社のスコープ 3 報告の精度向上につなが
るため。

AstraZeneca 割当排出量に関する脱炭素化計画 —
温室効果ガス排出量 50％削減
AstraZeneca の購買に関連する炭素排出量を 50 ％削減する計画について合意してください。

理由：AstraZeneca の排出量の 98 ％はスコープ 3 に由来しています。2045 年までにネットゼロを
達成するためには、サプライヤーから調達する製品・サービスの脱炭素化が不可欠です。

インクルーシブな方針および実践 — EcoVadis を通じて共有
適用法に準拠し、組織およびサプライチェーンにおけるインクルージョン&ダイバーシティに関す
る方針を策定・維持し、その進捗を EcoVadis を通じて報告してください。

理由：インクルーシブなビジネス慣行および法的・契約上の要件遵守を支援するため。

サプライヤーの持続可能性に関する契約上および法的要件
すべてのサプライヤーは、人権を含む各種事項に関する規定を盛り込んだ第三者向け行動規範を遵守する必要があります。

要件の最終的な一覧については、契約書をご参照ください。

持続可能な調達 — 天然原材料の供給は、第三者認証を含む特定の持
続可能な調達要件を満たす必要がある
具体的な認証要件は 2026 年に通知予定であり、ガイダンスが追って提示されます。

理由：原材料による自然への影響を低減し、事業のレジリエンスを確保するため。

特定のサプライヤーのみ対象：

米国政府契約におけるサブコントラクトフローダウン要件
AstraZeneca の米国政府契約に関与するサプライヤーは、該当する米国政府のフローダウン条項
および契約条件を受け入れる必要があります。

理由：米国連邦調達規則に基づく要件であるため。

EUDR（EU 森林破壊防止規則）コンプライアンス
EU 拠点に対して、アブラヤシ、牛、ココア、コーヒー、ゴム、大豆、木材、またはそれらの派生
製品を供給するサプライヤーは、自社製品が森林破壊を伴わず、合法的に生産され、地理座標に
よりトレーサビリティが確保されていることを証明する必要があります。

理由：EU 法令に基づく要件であるため。

https://www.astrazeneca.com/content/dam/az/PDF/Sustainability/Code-of-conduct-for-third-parties.pdf
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AstraZeneca の要件を満たすためのサプライヤーへの期
待事項
当社の契約上および法的要件の遵守を支援し、継続的な取引関係の維持に寄与するものです

EcoVadis 炭素管理レベル – 上級*
炭素管理レベルの継続的な改善に取り組み、スコアカード向上のために特定されたすべてのアクション
（すべての炭素関連指標の提供を含む）に対応すること。

理由：炭素成熟度の把握を可能にし、それに基づいた最適なエンゲージメントおよび支援を行うため。

Worldfavor - プロファイルを有効な状態に維持し、割り当てられたすべての質問書
に回答すること
本開示プラットフォーム上で最新のプロファイルを維持し、要請に応じて具体的な持続可能性関連の証拠を
提供すること（当該証拠は他プラットフォームでは収集されません）。

理由：持続可能性およびサプライヤーエンゲージメント戦略の策定に資するデータを提供するため。

化石由来の燃料、溶剤、またはプラスチックを天然由来の原料へ切り替える
提案に関しては、AstraZeneca のバイオマテリアル原則を遵守すること
理由：脱炭素化を目的としたバイオマテリアルへの切替によって、自然環境に意図しない影響を及ぼすこと
を防ぐため。

EcoVadis の「労働権および人権」サブスコアを 45 以上とすること
サプライチェーンにおける人権の尊重・推進および適正な労働条件の促進。

理由：サプライチェーンにおける労働権および人権リスクへの適切な対応を示すため。

*従業員 25 名未満の極小規模組織には適用されません。

再生可能電力（RE） - 80 ％を達成し、2030 年までに 100 ％を目標とする
2030 年までに、グローバル企業全体で RE 80％を達成し、AstraZeneca 向け製造拠点では 100％の達成を目指す。
サプライヤーは、Energize および/または SMI の PPA プログラムを活用するか、独自のプログラムを推進する
こと。

理由：すべての企業にとって、脱炭素化を実現するための重要な手段であるため。

クリーンヒート – グローバルレベルで 20 ％を達成し、2030 年までに 100 ％の達
成を目標とする
2030 年までに、グローバル企業全体でクリーンヒート比率 20％を達成し、AstraZeneca 向け製造拠点では
100 ％の達成を目指す。サプライヤーは、AstraZeneca のクリーンヒートプログラムおよび/または SMI ク
リーンヒートプログラムを活用するか、独自のプログラムを推進すること。

理由：多くの企業にとって、脱炭素化を実現するための重要な手段であるため。
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サプライヤーを支援するためのプログラム
各タイトルをクリックすると、プログラムの外部ページにアクセスできます

中小企業向け持続可能性促進プログラム

中小企業が持続可能性の基盤を構築し、自社の影響を評価し、EcoVadis・SBTi・CDP への対応
を進めるとともに、AstraZeneca の期待事項に沿ったロードマップおよびアクションプランを
策定できるよう支援する、年 1 回・4 ヵ月間の集中プログラム。

Activate by Secaro（旧称：Manufacture 2030）[製造サプライヤー向け]

サプライヤーの施設単位での持続可能性のパフォーマンスを評価し、炭素・廃棄物・資源使用
の削減に向けた具体的なアクションプランを提供するプラットフォーム。 AstraZeneca はま
た、製品のライフサイクル評価（LCA）に必要なデータを収集するため、サプライヤーの製造
拠点からの情報収集に Activate を活用しています。

Converge by My Green Lab [研究開発および製造サプライヤーのラボ向け]

My Green Lab 認証フレームワークを通じて、研究所における持続可能性の実務の標準化と改善
を図るプログラムおよびツールキット。

ラボを有するサプライヤーに対し、ベストプラクティス（エネルギー、水、廃棄物、グリーン
購買）の導入を促すことで、環境負荷を定量的に低減し、製薬業界の持続可能性要件との整合
を支援します。

A blue sign with white letters Description automatically generated

PSCI Global Supplier Conference 2023

Fine Tune Supports Sustainable Procurement Pledge | Fine Tune

Energize [全サプライヤーおよびティア 2 サプライヤー向け再生可能電力プログラム]

教育、共同調達、市場形成支援を通じて、製薬・医療関連サプライヤーが再生可能電力へア
クセスできるようにする企業横断型イニシアチブ。
再生可能電力の調達を簡素化し、需要を集約することで、クリーン電力調達の障壁を低減し、
スコープ排出量の削減または排除を実現します。

Sustainable Markets Initiative

CEO 主導の連合体であり、民間セクターによる持続可能性推進の取り組みを結集するもので、グ
リーン電力や低炭素熱の導入を加速するプログラムなどを含みます。
グリーン電力の電力購入契約およびグリーンヒートソリューションの推進を通じて、サプライ
ヤーの化石燃料由来の熱・電力からの転換を支援し、ネットゼロ達成に向けた移行を後押ししま
す。

Responsible Health Initiative（RHI）

EcoVadis 主導の業界連合であり、主要な製薬・医療関連企業が協働して、グローバルサプライ
チェーン全体の持続可能性、倫理、環境影響の改善に取り組むものです。共有評価を活用するこ
とで、持続可能性のパフォーマンスの向上、リスクの低減、および業界全体の効率化を推進しま
す。

Pharmaceutical Supply Chain Initiative（PSCI）

倫理、労働、安全衛生、環境を含む責任あるサプライチェーン実務のための共通原則とツールを
提供する製薬業界のイニシアチブ。
監査に関する業界標準および能力構築のためのリソース（非会員も利用可能）を提供することで、
パフォーマンスの向上、リスク低減、および AstraZeneca の持続可能性基準の達成を支援しま
す。

Sustainable Procurement Pledge（SPP）

持続可能性を購買判断およびサプライヤーエンゲージメントに組み込むことを掲げた、調達専門
家によるグローバルな取り組み。
従業員の能力開発を支援するとともに、環境および社会パフォーマンスの向上を通じて、企業が
ビジネスの獲得および維持を図るためのインセンティブを提供します。

Secaro：クリーンヒートプログラム

クリーンヒートプログラムは、Secaro と ERM による共同イニシアチブであり、AstraZeneca が
創設スポンサーを務めています。熱の生成、供給、および最終利用効率に関する実践的かつ拠
点別の改善機会を特定し、適切な場合には低炭素の熱ソリューションへの移行を促進します。
本評価により、優先度の高い施策、想定される排出削減量、および導入に向けた実行経路を含
む、カスタマイズされたビジネスケースおよびアクションプランが策定されます。

https://secaro.io/solutions/industry/activate
https://secaro.io/solutions/industry/activate
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https://www.sustainable-markets.org/taskforces/health-systems-taskforce/
https://sector.ecovadis.com/the-responsible-health-initiative-rhi/
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AstraZeneca の要件が貴社のビジネスにもたらす価値

1 2 3 4 5

AstraZeneca とサプラ
イヤーの関係

AstraZeneca は、持続可能
性に配慮したサプライ
ヤーとの協働に取り組ん
でいます。

今後は、持続可能性の要
件を満たすサプライヤー
への発注を一層優先して
いきます。

（サービス、商業条件、
品質、契約要件など他の
要件とあわせて）。

法規制への備え

すべての市場において、
持続可能性関連規制は
進展し、その範囲も拡
大しています。

当社は、世界中の患者
に医薬品を安定的に供
給し続けられるよう、
サプライチェーン構造
およびデューデリジェ
ンス体制を進化させて
いきます。

業界の期待への
対応

当社のサプライヤー要
件は多くの製薬企業と
共通しており、PSCI や
SMI といった業界ネッ
トワークを通じた競争
前段階での協働により
策定される場合が多く
あります

人材の確保と定着

従業員および求職者は、
環境および社会に配慮
した企業での就業をま
すます重視するように
なっています。

AstraZeneca の要件に
沿った持続可能性プロ
グラムを公表・整備す
ることは、採用活動の
強化にもつながります。

リスクの低減

サプライチェーンのリス
クは、事業継続性および
企業の評判に対する重大
な脅威となります。

投資家は、包括的な環
境・社会ガバナンスの実
践によって創出または保
全される価値を認識して
います。

また、企業が顧客要件と
整合していない場合、
「リスクにさらされる収
益」も評価対象となりま
す。

https://pscinitiative.org/home
https://www.sustainable-markets.org/taskforces/health-systems-taskforce/


*年間支出額が 25 万ドルを超えるサプライヤー。

AstraZeneca の優先サプライヤーステータ
スを取得するには、少なくとも SBTi への
コミットメントが必須要件* となります。

優先サプライヤーは、調達プロセスに
おいて優先的に扱われます。

「優先サプライヤー」
ステータスの取得要件

RFX 調達において持続可能性評価の最低
ウェイトを 10％とすることで、優れた
持続可能性の実績や持続可能な製品・

サービスの提供は評価スコアを直接押し
上げ、AstraZeneca との取引の獲得
および維持の可能性を高めます。

RFX における持続可能性評価の
最低ウェイト：10％

持続可能性に関するイノベーションの
導入やリーダーシップの発揮を通じて

AstraZeneca の目標達成に貢献するサプラ
イヤーは、AstraZeneca のウェブサイトで
公開される月次の Supplier Sustainability 

Newsletter に掲載される場合があります。

サプライヤー紹介

調達プロセスへの持続可能性対策の組み込み



業界の期待への対応：
SMI サプライヤー目標

Sustainable Markets Initiative（SMI）の
Health Systems Task Force が最近発表し
たサプライヤーパートナー宛の公開書
簡は、サプライヤーの持続可能性（排
出量、再生可能エネルギー、資源効率、
自然および水、ならびに基準の展開）
に関して、製薬業界全体で広範な足並
みの一致が見られることを示していま
す。

AstraZeneca の要件にはさらに踏み込ん
だ内容も含まれますが、その方向性は
同業他社と整合しています。当社の基
準を満たすことで、コンプライアンス
対応の効率化、重複対応の削減、およ
び他の製薬企業からの同様の要件への
対応が容易となり、業界全体における
競争力の向上につながります

https://a.storyblok.com/f/109506/x/b0cb506c50/2025-smi-hs-tf-cpo-letter.pdf
https://a.storyblok.com/f/109506/x/b0cb506c50/2025-smi-hs-tf-cpo-letter.pdf


1. 関与の促進 3. 測定 4. 削減 5. 情報発信 6. 緩和2. コミットメント

サプライ
ヤーによ
り検討中

ネットゼロへのロードマップ：AstraZeneca のプログラムとの整合

• 経営層の関与を確保
する

• 従業員、主要顧客お
よびサプライヤーか
らの意見を収集する

• 社内ワーキンググ
ループを設置し、賛
同を確保するための
「推進担当者（チャ
ンピオン）」を特定
する

• 温室効果ガス排出
量の評価を実施す
る

• 算定結果について
第三者検証を受け
る

• 排出削減計画を策
定する

• 脱炭素施策を実行
する

• KPI をモニタリング
するためのダッ
シュボードを構築
する

• 情報開示を通じて
進捗を公表する

• 年次の気候影響報
告書または ESG
（環境・ 社会・ガ
バナンス）報告書
を作成する

• 残存する不可避な
排出量については、
信頼性の高い高品
質なカーボンクレ
ジットを用いてオ
フセットする

• 対外的にコミットメン
トを表明した上で、
SBTi 目標を設定する

• 目標を事業戦略に組み
込む

• 社内で周知する



2026 年 2 月 24 日

セクション2：
最低要件達成に向けた

ステップガイド



• SME Climate Hub：中小企業のネット
ゼロへの取り組みを支援するために
特化したリソースおよび教育資料を
提供しています

• SBTi：SME 向け簡素化ルートでは、
スコープ 1 および 2 に限定した目
標の簡易設定、または維持目標の設
定が可能であり、費用も大幅に低減
されています

• EcoVadis：「小規模」および「零
細」といった組織区分では、料金が
大幅に低く、質問書も簡素化されて
います

• 持続可能性要件への対応は中小企業
にとって負担に感じられる場合があ
りますが、成功と成長を支える実践
的かつ適切な規模のアプローチが用
意されています

• 多くの分野において、対象となる中
小企業（SME）向けに簡素化・合理
化された選択肢が提供されています

• 中小企業の皆さまは、これらを積極
的にご活用ください

• 大企業の場合は、自社のサプライ
チェーンに属する中小企業がこれら
の選択肢を認識し活用できるよう配
慮してください

中小企業の支援

AstraZeneca の中小企業向け持続可能性促進プログラム：
中小企業が持続可能性の基盤を構築し、自社の影響を評価し、AstraZeneca の

持続可能性要件への対応を進めるとともに、期待に沿ったロードマップおよび
アクションプランを策定できるよう支援する 4 ヵ月間の集中プログラムです。

https://smeclimatehub.org/
https://sbtiservices.com/services/sme
https://sbtiservices.com/services/sme
https://support.ecovadis.com/hc/en-us/articles/4404294693522-How-is-my-company-s-size-defined-and-what-do-I-do-if-I-want-to-change-it
https://resources.ecovadis.com/ecovadis-solution-materials/guide-for-extra-small-xs-companies
https://resources.ecovadis.com/ecovadis-solution-materials/guide-for-extra-small-xs-companies


科学に基づく目標設定イニシア
チブ（SBTi）は、企業および金
融機関が気候危機への対応にお
いて自らの役割を果たせるよう
支援する、企業主導の気候アク
ション団体です。

同イニシアチブは、企業が温室
効果ガス（GHG）排出削減目標
を設定できるよう、基準、ツー
ル、およびガイダンスを提供し
ています。これらの目標は、地
球温暖化を壊滅的な水準に至る
前に抑制し、遅くとも 2050 年
までにネットゼロを達成するた
めに必要な水準と整合するもの
です。

https://sciencebasedtargets.org/about-us
https://sciencebasedtargets.org/about-us


SBTi プロセス

2 簡素化された SME 向け目標設定ルートを利用する場合、本手順は不要です。

すべての企業は、ま
ず Validation Portal を
通じて SBTi Services に
登録する必要があり
ます。

こちらから個人アカ
ウントを作成し、そ
の後の手順に従って
企業アカウントを作
成してください。

必要な情報を含む登
録プロセスの詳細は、
こちらをご確認くだ
さい。

SBTi の設定に関する
正式なコミットメン
トは、権限を有する
企業の責任者による
簡易な同意手続きを
通じて、Validation 
Portal 上で行う必要が
あります2 。

その後、設定した目
標は SBTi Target 
Dashboard 上で公開さ
れます。

コミットメント後は、
SBTi 基準に沿った目
標設定プロセスを開
始できます。以下の
2 つの選択肢があり
ます：
•短期目標
•ネットゼロ目標

AstraZeneca は、少
なくとも短期目標の
設定をサプライヤー
に求めています。

中小企業（SME）に
は、簡素化された目
標設定の専用ルート
が用意されています。

Target Submission Form
をダウンロードし、
必要事項を記入のう
え、関連書類ととも
に Validation Portal か
ら提出してください。

技術的審査の後、SBTi 
による目標の検証が
実施されます。追加
情報の提供を求める
メールには必ず対応
し、所定の費用を支
払ってください。

費用の詳細について
は、こちらをご参照
ください。

1. 登録 2. コミットメント 3. 目標策定 4. 提出 5. 情報発信 6. 開示

目標承認後 1 ヵ月で、
SBTi およびパート
ナーのウェブサイト
上の「Companies 
Taking Action」ページ
に掲載されます。

新たな目標をステー
クホルダーへ通知す
るためのガイダンス
を含むウェルカム
パックが提供されま
す。

承認後は、貴社の排
出量を毎年開示し、
目標達成に向けた進
捗をモニタリングす
る必要があります。

AstraZeneca の SBTi 要件に関する詳細は、
こちらの FAQ をご参照ください。

SBTi リソースラ
イブラリはこち
らからご利用い
ただけます。

https://validation.sbtiservices.com/signup
https://docs.sbtiservices.com/resources/SBTiServicesRegistrationsManual.pdf
https://sciencebasedtargets.org/target-dashboard
https://sciencebasedtargets.org/target-dashboard
https://sciencebasedtargets.org/resources/files/SBTi-criteria.pdf
https://sciencebasedtargets.org/resources/files/SBTi-criteria.pdf
https://sciencebasedtargets.org/resources/files/Net-Zero-Standard-Criteria.pdf
https://sciencebasedtargets.org/resources/files/Net-Zero-Standard-Criteria.pdf
https://docs.sbtiservices.com/resources/FAQsforSMEs.pdf
https://www.sbtiservices.com/resources?tab=ts
https://docs.sbtiservices.com/resources/TargetValidationServicesOfferings.pdf
https://sciencebasedtargets.org/companies-taking-action
https://sciencebasedtargets.org/companies-taking-action
https://www.astrazeneca.com/partnering/supplier-sustainability-hub.html
https://sciencebasedtargets.org/resources
https://sciencebasedtargets.org/resources


EcoVadis は、ESG（環境・社会・ガ
バナンス）の評価を行う企業です。
2007 年の設立以来、EcoVadis は、
企業の持続可能性評価において世
界最大かつ最も信頼されるプロバ
イダーへと成長し、10 万社以上の
評価対象企業からなるグローバル
ネットワークを構築しています。
本評価は、業種、所在国、および
企業規模に応じてカスタマイズさ
れます。
持続可能性スコアカードでは、4 つ
の主要テーマに分類された 21 の指
標に基づき、パフォーマンスが可
視化されます。

• 環境（カーボンスコアカードを
含む）

• 労働権および人権
• 倫理
• 持続可能な調達



EcoVadis プロセス

こちらをクリックするか、
AstraZeneca からの招待メール
内のリンクに従って、
EcoVadis プラットフォーム*
に登録し、貴社に関する基本
情報をご入力ください。その
後、これらの情報は EcoVadis 
のデータ管理チームによって
確認され、質問書およびサブ
スクリプション内容のカスタ
マイズに使用されます。料金
を含むサブスクリプションの
詳細については、こちらをご
参照ください。

登録内容の受領および処理
後、ユーザー名およびパス
ワード設定用リンクを含む
通知が送信されます。プ
ラットフォームにアクセス
後、サブスクリプションプ
ランを選択し、貴社の持続
可能性質問書への回答およ
び補足資料の提出を開始で
きます。質問書は 30 営業
日以内に完了する必要があ
ります。すべてのセクショ
ンを漏れなく記入し、特に
CDP への招待を受けていな
い場合には、炭素関連デー
タを含むすべての指標を必
ずご提供ください**。

質問書提出後、EcoVadis 
の持続可能性アナリスト
が公開情報源から貴社に
関するサステナビリティ
関連情報を収集し、回答
内容および補足資料の評
価を行います。結果の公
開予定日は EcoVadis 評価
プラットフォーム上で確
認できますが、通常は 6 
～ 8 週間程度で結果が通

知されます。

EcoVadis による専門分析が
完了すると、スコアカード
へのリンクを含むメール通
知が送付されます。本スコ
アカードは AstraZeneca にも
共有されます。本スコア
カードは、要請のあった他
の組織とも共有可能です。
また、AstraZeneca からの招
待を経ずに本プロセスを開
始した場合は、当社への共
有が必須となります。
EcoVadis プラットフォーム
では、評価で特定された改
善領域に基づき、是正措置
が提示されます。

1. 登録 2. 質問書 3. 専門分析 4. 結果 5. 再評価

スコアカードの有効期間
は 12 ヵ月であり、年次
での更新が推奨されます。
これにより、年間を通じ
た是正措置の実施による
進捗が示されます。スコ
アカードの有効期限切れ
を回避するため、少なく
とも有効期限の 3 ヵ月前
までに再評価を開始して
ください。

AstraZeneca の EcoVadis 要件に関する詳
細は、こちらの FAQ をご参照ください。

*本リンクから登録すると、スコアカードは
Responsible Health Initiative（RHI）プールに追加
されます。この仕組みにより、取引先は 1 つの
有効な評価結果を複数の RHI 製薬企業メン
バーと共有でき、調査対応の負担を大幅に軽減
できます。スコアカードを RHI プールと共有し
たくない場合は、別の招待リンクの発行をご依
頼ください。

**EcoVadis のカーボンセクションの詳細につい
ては、後続のスライドをご参照ください。

EcoVadis ヘルプ
センターはこち
らからご利用い
ただけます。

https://invite.ecovadis.com/en/astrazeneca/
https://ecovadis.com/plans-pricing/?size=M
https://www.astrazeneca.com/partnering/supplier-sustainability-hub.html
https://sector.ecovadis.com/the-responsible-health-initiative-rhi/
https://support.ecovadis.com/hc/en-us
https://support.ecovadis.com/hc/en-us


EcoVadis のスコアリングカテゴリー

環境

オペレーション

• 水資源
• 生物多様性
• 地域的および偶発的な

汚染
• 原材料、化学物質および

廃棄物

製品

• 製品使用
• 製品のライフサイクル

終了段階
• 顧客の健康と安全
• 環境関連サービスおよび

アドボカシー

カーボンスコアカード

• エネルギー使用量および
温室効果ガス

労働権および人権

人事

• 従業員の健康と安全
• 労働条件
• 労使対話
• キャリア管理および研修

人権

• 児童労働、強制労働およ
び人身取引

• 差別およびハラスメント
• 外部ステークホルダーの

人権

倫理

• 汚職
• 反競争的慣行
• 責任ある情報管理

持続可能な調達

• サプライヤーの環境活動
• サプライヤーの社会的

慣行

AstraZeneca の EcoVadis 要件に関する詳
細は、こちらの FAQ をご参照ください。

AstraZeneca は、
総合スコアおよび
L&HR（労働権およ
び人権）サブカテ
ゴリの双方におい
て、最低 45 点以
上の達成を求めて

います。

https://www.astrazeneca.com/partnering/supplier-sustainability-hub.html


*従業員 25 名未満の極小規模組織には適用されません。

EcoVadis カーボンスコアカード
EcoVadis の標準評価には、炭素管理に関する質問書*が含まれており、その結果として炭素管理レベルが付与されます。
AstraZeneca は、サプライヤーが少なくとも上級レベルに到達するまでの取り組みを期待していますが、当社の SBTi 要件
を満たしている場合、すでにリーダーレベルの達成に向けた十分な基盤が整っていると考えられます。エネルギー、廃棄
物、水資源などの関連指標の提供を含め、EcoVadis 評価における炭素関連指標セクションを漏れなくご記入ください。



10.04.2026

CDP は、投資家、企業、都市、国、
地域を対象としたグローバルな環
境情報開示システムを運営する非
営利団体です。CDP は、財務報告に
準じた標準化された環境報告モデ
ルの構築を目的として設立されま
した。

招待されたサプライヤーは、毎年
CDP の気候変動質問書への回答が求
められます。これにより、環境リ
スクの管理および低減に向けた機
会の特定が可能となります



CDP プロセス

対象となるサプライヤーには、毎年 6 月初
旬頃に AstraZeneca より CDP 登録の招待が
送付されます。参加を有効化するには、
CDP アカウントの新規登録または既存アカ
ウントへのログインが必要です。その後、
CDP から提出プロセスへの参加招待が送付
され、質問書の閲覧が可能となります。
AstraZeneca から CDP への開示を依頼され
たサプライヤーは、費用を負担する必要は
ありません。

質問書は内容が広範にわたるため、
AstraZeneca からの招待を受領後、速やかに
対応を開始することを推奨します。サプラ
イヤーからご提供いただく主なデータには、
排出量およびその検証情報、ならびにエネ
ルギー関連の活動データが含まれます。

提出内容は CDP によって評価され、環境パ
フォーマンスおよび質問書回答の網羅性を
総合的に反映した CDP スコアが付与されま
す。

これらの結果は AstraZeneca およびその他
の要請元にも共有され、社内において提出
内容の品質評価および炭素管理に関する事
業成熟度の指標として活用されます。

1. 有効化 2. 報告 3. 結果

AstraZeneca の CDP 要件に関する詳細は、
こちらの FAQ をご参照ください。

すべての企業に、以下の情報の提供が求め
られます。

• スコープ 1 およびスコープ 2 の排出量
データ。

• スコープ 3 排出量（カテゴリ 1 ～ 8：
上流）すべてのカテゴリーについて、
データを提供するか、該当なしとして
明示する必要があります。

外部の第三者によるデータ検証が推奨され
ます。

中小企業（SME）は、設問数を簡略化した
専用の質問書に回答することが可能です。

毎年 9 月から 10 月頃までにデータの入力
および提出を完了する必要があります。具
体的な提出期限は、CDP より別途明確に通
知されます。

CDP ヘルプセ
ンターはこち
らからご利用
いただけます。

https://www.astrazeneca.com/partnering/supplier-sustainability-hub.html
https://help.cdp.net/en-US/
https://help.cdp.net/en-US/


2025 年における AstraZeneca のス
コープ 3 排出量の 66％は、購入した
製品・サービス、資本財、ならびに
上流の輸送・流通*に由来しており、
すなわちサプライチェーンからの排
出です。

AstraZeneca の野心的な温室効果ガス
排出削減目標を達成するためには、
サプライヤーにおける温室効果ガス
排出量の大幅な削減が不可欠です。

サプライヤーが当社の目標を理解し、
排出量を可能な限り低減するという
当社のビジョンに沿って取り組むこ
とが極めて重要です。

したがって、すべてのサプライヤー
は、2024 年を基準年として 2030 年
末までに AstraZeneca 向けに配分さ
れる排出量を 50 ％削減することを
目的とした脱炭素化計画を策定する
必要があります。

AstraZenecaの
割り当て排出量
に関する
脱炭素化計画



AstraZeneca の割り当て排出量に関する脱炭素化
計画 - プロセス

1. AstraZeneca の割り当て可能な
排出量のベースラインについて
合意する

2. 排出削減レバーを特定する
3. 排出削減量を定量化し、
計画を策定する

4. AstraZeneca と計画内容に
合意し、正式化する

5. AstraZeneca に計画の
進捗状況を報告する

2024 年における、AstraZeneca 向
けのサービス/資材提供に関連す
る排出量の割合を特定してくだ
さい。

サービス/製品に関する活動を分
類してください。まずサービス/
製品を列挙し、それぞれについ
て主要な活動を洗い出します。

各項目の排出量を推計します。
利用可能な最適の手法を適用
1. 製品カーボンフットプリント

（PCF）*
2. 活動量ベース（AZ 向け数量

および単位当たり排出係数）
3. 収益ベース（AZ 向け売上比

率に基づくサプライヤーの総
排出量からの割り当て）

排出量のベースラインには、AZ 
向けに提供するサービス/資材に
割り当可能なスコープ 1、ス
コープ 2、および上流のスコー
プ 3（カテゴリ 1 ～ 8）の排出
量を含める必要があります。

温室効果ガス（GHG）プロトコ
ルに準拠したベースラインの
ホットスポット分析から着手し
てください。

主要な排出源を特定し、排出量
の 70 ～ 80％を占める領域に重点
的に取り組みます。

想定される脱炭素化レバー：
• エネルギー – 再生可能電力、

熱の電化、燃料転換、エネル
ギー効率向上、エネルギー管
理

• オペレーション – プロセス最
適化、廃熱回収、廃棄物およ
び水使用量の削減

• サプライチェーン – 低炭素材
料、循環性、物流最適化、低
炭素物流、サプライヤーエン
ゲージメント

• 製品・設計：再利用・回収を
前提とした設計、バイオマテ
リアル、再生材の活用

利用可能な最適の見積もり手法
を用いて、排出削減ポテンシャ
ルを定量化します。

• 各レバーの絶対削減量（t-
CO2e）

• 今後 5 年間における各レバー
の年次削減量（0 ～ 2 年での
早期効果を含む）

• 2030 年までにベースライン比
50％削減

高い削減効果、経済合理性、技
術的実現可能性、戦略との整合
性を備えたレバーを優先してく
ださい。

AstraZeneca ではカーボンオフ
セットは考慮されません。排出
量の削減を最優先としてくださ
い。

計画策定の検討段階から
AstraZeneca を参画させ、事業と
の整合性を確保してください。

Worldfavor を通じて計画を提出す
ることで、AstraZeneca との合意
を正式化します（招待が送付さ
れます）。

受入可能な計画の簡易チェック
リスト：
• アクションが信頼性があり、

具体的かつ測定可能で、
AstraZeneca に関連しているこ
と

• 年次ベースで排出量削減につ
ながること

• 境界および削減意図が明確に
なるよう、十分な詳細が記載
されていること

• 計画期間が 5 年間であること
• 合意されたベースラインから

最低 30 ％削減（目標：50 ％
削減）を達成すること

各ビジネスレビュー会議の前に、
Worldfavor を通じて計画の進捗を
定期的に見直し、更新してくだ
さい。

該当する場合には、以下を通じ
てアクションプランの改善を
図ってください。

• 排出量ホットスポットの理解
を深化させる（例：支出ベー
スの手法から、活動量ベース
や PCF への移行）

• 新たに実行可能となった削減
レバーの特定

排出量上位のサプライヤーは、
脱炭素化計画の進捗について四
半期ごとの報告が求められます。

AstraZeneca の温室効果ガス
算定方法の詳細については、
こちらをご参照ください。

• PCF の算定は、PACT の方法論に整合させる必要があります。PACT では、ISO 14040/14044/14067 規格および温室効果ガス（GHG）プロトコル（製品）を含む主要な国際基準に準拠して PCF を算定することが明確に求められています。
•化学品の PCF には、TfS 基準を使用します。製薬製品の PCF には、PAS 2090 規格を適用します。

https://www.astrazeneca.com/content/dam/az/Sustainability/2025/pdf/Greenhouse-Gas-Methodologies-2024.pdf
https://www.carbon-transparency.org/pact-methodology
https://www.carbon-transparency.org/pact-methodology
https://www.tfs-initiative.com/pcf-guideline#suppliertoolkit
https://www.tfs-initiative.com/pcf-guideline#suppliertoolkit
https://knowledge.bsigroup.com/products/pharmaceutical-products-product-category-rules-for-life-cycle-assessments-specification
https://knowledge.bsigroup.com/products/pharmaceutical-products-product-category-rules-for-life-cycle-assessments-specification


インクルージョン&ダイバーシ
ティ（I&D）は、AstraZeneca の
成功の基盤です。イノベーショ
ンには、従来の発想に挑戦でき
る多様な人材およびパートナー
から生まれる画期的なアイデア
が不可欠であると当社は考えて
います。サプライヤーのダイ
バーシティは、小規模企業およ
び多様なオーナーシップを有す
る企業に対して、ビジネス機会
への公平なアクセスを確保する
ものです。

当社は、価値観を共有し、職場
およびサプライチェーンにおい
て、確固たる方針、デューディ
リジェンス、ならびに測定可能
な取り組みを通じて人権および
I&D へのコミットメントを示す
サプライヤーと協働します。



I&D

労働権および人権/インクルージョン&ダイバーシティ（I&D）

当社の第三者向け行動規範には、人権および労働に関するサプライヤーへの要求事項が定められていま
す：

• 方針および基準：国際基準に整合した人権方針、差別の禁止、安全な労働環境、公正な賃金および労働
時間、結社の自由。

• 現代奴隷制/児童労働の禁止：強制労働、債務労働、人身取引、児童労働の禁止、採用手数料の不徴収。

• デューディリジェンス：事業活動およびサプライチェーン全体にわたりリスクを特定・防止・軽減・是
正し、要件を展開すること。

• 労働者の声：機密性を確保した苦情申立て窓口の設置、報復の禁止。

• ガバナンスおよび研修：経営層の説明責任、役割に応じた研修。

• 透明性：現代奴隷制に関する実際の事案または疑いがある場合は AstraZeneca へ通知し、要請に応じて
情報を提供すること。

要件を満たすためのステップ：

1. 方針およびガバナンスを確立し、サプライチェーンの可視化（マッピング）を進め、リスクベースの人
権評価を実施します。

2. 契約条項および監査権を組み込み、パフォーマンスを監視し、サプライチェーンにおける潜在的な人権
への負の影響を軽減します。

3. 利用可能な苦情処理メカニズムを整備し、懸念事項を AstraZeneca に報告（エスカレーション）し、継
続的に改善します。

人権および労働権

1. AstraZeneca の持続可能性要件の一環として、
EcoVadis プラットフォームを通じて貴社の I&D に
関する方針および実務を共有いただきます。当該
方針の策定に関する詳細は、EcoVadis のリソース
をご参照ください。

2. サプライヤーインクルージョンプログラムへの
コミットメント、および該当する場合にはサプラ
イチェーン内の小規模な下請企業に対する公平な
調達機会の提供を期待しています。AstraZeneca 
から要請があった場合には、小規模企業に対する
ティア 2 支出（間接支出）の情報提供を求めます。
詳細は契約条項をご参照ください。



当社は、創薬から患者への医薬
品提供に至るまで、バリュー
チェーン全体において自然由来
の原材料に依存しています。自
然由来の原材料の調達は、人や
環境に悪影響を及ぼすリスクを
伴う可能性があります。

受粉、水の浄化、気候調整、土
壌の健全性といった適切に機能
する生態系サービスは、患者に
とって健全な地球環境を維持し、
安定供給を通じた事業レジリエ
ンスを確保するうえで不可欠で
す。

自然資源からの調達にあたって
は、持続可能な方法を採用し、

影響の低減に努める必要が
あります。



2030 年に向けた持続可能な調達に関する取り組み

1. 主要原材料に関する持続可能な調達の方
針および計画を確立しました。

2. EUDR の対象となるサプライヤーとの連携
体制を整備し、事業体制を構築しました。

3. PSCI を通じて、乳糖およびパーム油に関す
る製薬業界と整合した持続可能な調達戦
略を構築しました。

4. 燃料、プラスチック、溶剤の代替に使用
されるすべてのバイオマテリアルについ
て、持続可能な調達を確保するための社
内ガイドラインを策定しました。

2025 年に基盤を構築 2030 年まで実行・推進

1. 二次・三次包装に使用される木材、セルロース、乳糖、
アルミニウム、タルク、ヒマシ油、パーム油、カルナウ
バワックス、砂糖などの主要原材料について、サプライ
チェーン認証に関する契約要件を周知しています。

2. 主要原材料サプライヤーに対し、社会的・環境的側面に
関するサプライチェーンデューディリジェンス体制の構
築を促進し、持続可能な調達源であることを AstraZeneca 
に保証していただくことを推奨しています（リスク特定、
モニタリング、是正、継続的改善を含む）。

3. 主要な天然由来原材料に関する要件を、製薬業界の他社
と整合しています。

4. すべてのバイオマテリアルの調達および切替は、
AstraZeneca の新たなガイドラインに準拠します。



2026 年 2 月 24 日

セクション 3：最低要件
を超えて ― 持続可能性
におけるリーダーシップ



当社は、バリューチェーン全体において倫理的な事業慣行と公正な人材の取り扱いを実
践することで、信頼を構築します。人権リスクはサプライチェーンのあらゆる階層で発
生し得るものであり、多くの場合、採用慣行、脆弱な労働者層、あるいはリスクの高い
国・業種での事業活動に関連しています。

サプライヤーには、AstraZeneca の第三者向け行動規範に定める人権原則およびガイダン
スを遵守し、安全で公正かつインクルーシブな労働環境を提供することにより、国際的
に認められた人権および労働権を尊重することを求めます。

当社が防止を重視する主な人権リスクは以下のとおりです：

• 強制労働、債務労働、人身取引を含む現代奴隷制
• 児童労働
• 差別、ハラスメントおよび暴力
• 安全でない、または不衛生な労働環境
• 不公正な賃金、過重労働時間、結社の自由の制限

AstraZeneca
• AstraZeneca 第三者向け行動規範

（サプライヤー行動規範）
• AstraZeneca 人権に関する声明
• AstraZeneca 現代奴隷制に関する声明

外部フレームワークおよびガイダンス
• 国連ビジネスと人権に関する指導原則（UNGP）：
• 国際労働機関（ILO）の中核的労働基準
• OECD ガイドライン
• Ethical Trading Initiative（ETI）ベースコード
• 労働・人権に関する EcoVadis リソース
• PSCI 原則

サプライヤーは、EcoVadis の労働・人権サブスコア（45 以上）を指標とし、
事業活動およびサプライチェーン全体における人権への負の影響リスクを特
定・防止・軽減し、同リスクに対応するための、実践的かつリスクベースの
デューディリジェンスプロセスを整備する必要があります。サプライヤーに
求める最低限のベストプラクティスは以下のとおりです：

• 人権および労働権の尊重
• 現代奴隷制の禁止（強制労働、債務労働、人身取引を含む）
• 児童労働の禁止
• 公正でインクルーシブかつ尊重に基づく職場（差別・いじめ・ハラスメ

ントの禁止）
• インクルーシブなサプライチェーン
• 適正な賃金、法令に準拠した労働時間、安全な労働環境
• 労働者の声の尊重および発言の機会（法令に基づく結社の自由、苦情申

立て窓口、報復の禁止）

AstraZeneca は、ポリシーおよび基準の強化、リスクと優先事項の特定、パフォーマンスの測定、影響の評価という 3 つの領域における取り組みを通じて、サプライチェー
ン全体の人権課題に対し、体系的かつ多層的なアプローチで対応しています。

ポリシーおよび基準：当社の人権基準は、UNGP、ILO および OECD ガイドラインの原則に整合しており、人権関連法規（現代奴隷制関連法および EU CSRD）への準拠を支援
するとともに、第三者向け行動規範、デューディリジェンスプロセス、契約条項、ならびに RFx プロセスを通じて強化されています。
リスクの特定と対応：当社は、サードパーティリスク管理（3PRM）システムを活用し、特に高リスク国および高リスクセクターに重点を置いて、サプライヤーの人権リス
クおよびリスクシグナルを把握しています。また、当社は継続的に EcoVadis を通じてサプライヤーの人権パフォーマンスを評価しています。労働権および人権は総合スコ
アの 25 ％を占めています。スコアが 45 未満のサプライヤーは、是正措置の優先対象とされます。
パフォーマンスの測定および影響の評価：当社の 2026 年に向けた重点目標：サプライヤーエンゲージメントおよび是正措置、サプライヤーおよび調達チーム向けトレーニ
ングを通じた能力向上、高リスクカテゴリーに対する特別プロジェクト。進捗は、年次の持続可能性影響レポートおよび現代奴隷制ステートメントにおいて報告

人権

背景

AstraZeneca のアプローチ

追加リソースサプライヤーのベストプラクティス

https://www.astrazeneca.com/content/dam/az/PDF/Sustainability/Code-of-conduct-for-third-parties.pdf
https://www.astrazeneca.com/content/dam/az/PDF/Sustainability/Code-of-conduct-for-third-parties.pdf
https://www.astrazeneca.com/content/dam/az/PDF/Sustainability/Code-of-conduct-for-third-parties.pdf
https://www.astrazeneca.com/content/dam/az/PDF/Sustainability/Code-of-conduct-for-third-parties.pdf
https://www.astrazeneca.com/content/dam/az/PDF/2017/AZ-Human-Rights-Statement.pdf
https://www.astrazeneca.com/content/dam/az/PDF/2017/AZ-Human-Rights-Statement.pdf
https://www.astrazeneca.com/content/dam/az/PDF/2017/AZ-Human-Rights-Statement.pdf
https://www.astrazeneca.com/content/dam/az/PDF/Sustainability/Modern_Slavery_Act_Statement.pdf
https://www.astrazeneca.com/content/dam/az/PDF/Sustainability/Modern_Slavery_Act_Statement.pdf
https://www.astrazeneca.com/content/dam/az/PDF/Sustainability/Modern_Slavery_Act_Statement.pdf
https://www.ungpreporting.org/resources/the-ungps/
https://www.ungpreporting.org/resources/the-ungps/
https://www.ungpreporting.org/resources/the-ungps/
https://www.ungpreporting.org/resources/the-ungps/
https://www.ilo.org/international-labour-standards
https://www.ilo.org/international-labour-standards
https://www.ilo.org/international-labour-standards
https://www.ilo.org/international-labour-standards
https://www.ethicaltrade.org/eti-base-code
https://www.ethicaltrade.org/eti-base-code
https://www.ethicaltrade.org/eti-base-code
https://www.ethicaltrade.org/eti-base-code
https://www.ethicaltrade.org/eti-base-code
https://resources.ecovadis.com/labor-human-rights
https://resources.ecovadis.com/labor-human-rights
https://resources.ecovadis.com/labor-human-rights
https://resources.ecovadis.com/labor-human-rights
https://pscinitiative.org/principles
https://pscinitiative.org/principles
https://pscinitiative.org/principles
https://www.ohchr.org/sites/default/files/documents/publications/guidingprinciplesbusinesshr_en.pdf
https://www.ilo.org/
https://www.oecdwatch.org/oecd-ncps/the-oecd-guidelines-for-mnes/what-is-in-the-oecd-guidelines/the-oecd-guidelines-and-human-rights/
https://www.oecdwatch.org/oecd-ncps/the-oecd-guidelines-for-mnes/what-is-in-the-oecd-guidelines/the-oecd-guidelines-and-human-rights/


再生可能電力およびクリーンヒートは、脱炭素戦略の中核を成す要素であり、特に製薬製造
のようなエネルギー集約型産業において重要です。
一般に、エネルギー使用は温室効果ガス（GHG）インベントリにおけるスコープ 1 およびス
コープ 2 排出量の中で最大の割合を占めています。
• 電力使用 → スコープ 2 排出量
• 加熱・蒸気用途のオンサイト燃料燃焼 → スコープ 1 排出量

これら 2 つの領域の脱炭素化は、企業が事業活動に伴う排出量を削減する上で、最も迅速か
つ制御可能なレバーとなる場合が多いです。
再生可能電力およびクリーンヒートは単独の取り組みではなく、より広範なエネルギー効率
および最適化戦略の一部として位置付けられます。

AstraZeneca の再生可能エネルギーに関するアプローチ

Energize Schneider Electric と連携した製薬プログラムを通じ、
REC および PPA に関する教育および市場アクセスを提供

RE100 ゼロカーボン電力への移行を加速

EV100 2030 年までに輸送の電動化を推進

クリーンヒートプログラム Secaro と連携し、製薬サプライ
ヤーの産業用熱の脱炭素化を支援 |

Renewable Thermal Collaborative（RTC）
再生可能な加熱・冷却技術の拡大を通じて、熱エネルギー
利用の脱炭素化を推進するグローバル連合。

RTC 電化アクションプラン 産業用熱の電化に向けたロード
マップ（ヒートポンプや電気ボイラーなどの技術経路およ
び市場ソリューションを提示）。

RTC プロセス熱電化リソース：熱電化のソリューションお
よびツールに特化

RTC ヒートポンプ意思決定支援ツール

RTC 産業顧客向け電力エンゲージメントプレイブック

企業向け再生可能電力ガイド - ClimatePartner

IEECP リソース - Institute for European Energy and Climate 
Policy によるプロジェクトツール、ケーススタディ、出版
物への直接アクセス

一般的なオペレーションにおける脱炭素化の進め方は、以下のとおりです：
1. エネルギー効率および最適化
2. 電力会社との契約における再生可能エネルギー証書（REC）や電力購入契約

（PPA）を通じた、再生可能電力 100％への移行
3. 低温域の需要に対する熱の電化
4. 残余需要に対する先進燃料（バイオガス、バイオマス、水素）

この流れにおいて：
• 再生可能電力は迅速かつ拡張性の高いレバーです。
• クリーンヒートはスコープ 1 の大幅削減の鍵です。
• エネルギー効率は両者のコストおよび実現可能性を左右します。

これは脱炭素化の基本原則に基づきます：
回避 → 削減 → 代替

AstraZeneca は、再生可能電力の調達、オンサイト発電、エネルギー効率の改善、バイオメタンへの燃料転換を組み合わせることで、グローバルな事業全体において電力および熱の脱
炭素化を推進し、電力・熱を含む再生可能エネルギー 100 ％の達成を目指します
AstraZeneca の大規模拠点では、熱電併給（CHP）システムの改修や建物のアップグレードを含む効率重視の設備投資を実施し、熱および電力需要の削減を通じて排出量を低減してい
ます。
電力およびエネルギーの転換
• AstraZeneca は、複数国におけるオンサイト太陽光発電設備、長期電力購入契約（PPA）（例：スウェーデンでの風力発電に関する 10 年契約）、および再生可能エネルギー証書

（REC）を組み合わせて活用し、グローバル事業全体で再生可能電力 100 ％を達成しました。
クリーンヒートおよびバイオメタンの導入
• 熱の脱炭素化における重要な要素は、電気ヒーターやヒートポンプ等の導入に向けたインフラ整備による熱の電化です。
• クリーンヒートへの転換の一環として、AstraZeneca は主要拠点において化石ガスから再生可能ガス（バイオメタン）への移行を進めています。
• 英国では、Future Biogas との 15 年にわたるパートナーシップにより、国内初の無補助バイオメタンプラントが稼働し、研究開発および製造拠点にクリーンヒートを供給していま

す。年間約 100 GWh（同社の世界全体のガス使用量の約 20 ％）のバイオメタンを生産し、大幅な CO₂ 排出削減を実現しています。
• 中国では、無錫拠点において都市廃棄物由来のバイオメタンプロジェクトからバイオメタン由来の蒸気を調達し、スコープ 1 および 2 排出量を削減しています。
• 米国では、Vanguard Renewables との協業により、各拠点への再生可能天然ガス（バイオメタン）の供給を実現しています
• AstraZeneca の希少疾病事業部門である Alexion は、アイルランドにおいて 15 年間のバイオメタン契約を締結し、同国の拠点における熱用途を 100 ％再生可能バイオメタンへ移行

しています。

再生可能電力およびクリーンヒート

背景

AstraZeneca のアプローチ

追加リソースサプライヤーのベストプラクティス

https://www.astrazeneca.com/sustainability/climate-change/renewable-energy.html
https://www.astrazeneca.com/sustainability/climate-change/renewable-energy.html
https://zeigo-hub.zeigo.com/ui/program/Energize
https://www.theclimategroup.org/re100
https://www.theclimategroup.org/ev100
https://secaro.io/solutions/industry/clean-heat
https://secaro.io/solutions/industry/clean-heat
https://www.renewablethermal.org/category/publications/case-studies/
https://www.renewablethermal.org/wp-content/uploads/2018/06/01.19.24_Final_RTC-Electrification-Action-Plan_Updated.pdf
https://www.renewablethermal.org/wp-content/uploads/2018/06/01.19.24_Final_RTC-Electrification-Action-Plan_Updated.pdf
https://www.renewablethermal.org/beneficial-electrification/
https://www.renewablethermal.org/beneficial-electrification/
https://www.renewablethermal.org/heat-pump-decision-support-tools/
https://www.renewablethermal.org/heat-pump-decision-support-tools/
https://www.renewablethermal.org/utility-engagement-playbook/
https://www.renewablethermal.org/utility-engagement-playbook/
https://www.climatepartner.com/en/knowledge/resources/guide-renewable-electricity-for-businesses
https://ieecp.org/resources/
https://ieecp.org/resources/


企業が科学的根拠に基づくネットゼロ目標の達成に向けた取り組みを進める中で、
炭素管理は企業全体の集計値から、製品レベルおよび事業拠点レベルでのより詳細
な測定へと移行しています。

複雑なグローバルサプライチェーン全体に排出が分散する製薬企業にとって、これ
は実効性のある削減を推進する上で重要な要素となります。製品カーボンフットプ
リント（PCF）は、原材料の採取、API 製造、製造、流通、使用、廃棄に至るまでの
医薬品のライフサイクル全体にわたる温室効果ガス排出量を定量化するものであり、
推進剤、エネルギー使用、包装などのホットスポットの特定を可能にするとともに、
エコデザインやグリーンケミストリーの推進に役立ちます。これと並行して、拠点
レベルのカーボンフットプリントは、各施設におけるスコープ 1 および 2 排出量、
ならびに割り当てられたスコープ 3 排出量を測定し、再生可能エネルギーへの転換、
熱の電化、効率改善、投資優先順位の設定を支援します。

これらのアプローチを組み合わせることで、科学に基づく目標設定イニシアチブ
（SBTi）などのフレームワークとの整合に必要な透明性が確保され、ネットゼロ目
標を具体的かつ実行可能な削減施策へと転換することが可能となります。

AstraZeneca の製品持続可能性

WBCSD による PCF 向け PACT 手法
PACT は、バリューチェーン全体において PCF データ
を交換するための標準化された相互運用可能な手法
として構築されています。PACT では、ISO 14040/
14044/14067 および温室効果ガス（GHG）プロトコル
（製品）を含む主要な国際基準に準拠して PCF を算
定することが明確に求められています。

PAS 2090:2025 - 医薬品におけるライフサイクル評価
の基準

PAS 2090:2025 - 技術ガイダンス

PAS 2090:2925 – サプライヤー向け FAQ

PAS 2090:2025 – インフォグラフィック

PAS 2090:2025 - プログラムの概要

チームの能力向上に向けた PSCI の LCA トレーニング

Together for Sustainability（TfS）：化学サプライ
チェーン向け PCF ツールキットPCF 導入の第一歩を
支援するため、TfS は有用なリソースおよびトレー
ニング資料を一元的に提供しています。

製薬サプライチェーンにおける拠点レベルのカーボ
ンフットプリントおよび脱炭素化計画の策定を支援
する Activate プログラム

AstraZeneca は、より広範な Ambition Zero Carbon 戦略の一環として、カーボンフットプリントの測定および管理に関するデータ主導のアプローチを構築していま
す。AstraZeneca の方法論は、ライフサイクル思考、科学に基づく目標、社内指標、外部との連携を統合し、バリューチェーン全体における気候影響の低減を図り
ます。

AstraZeneca は、ISO 14040/14044/14067 および温室効果ガス（GHG）プロトコル（製品）に基づき医薬品のライフサイクル評価（LCA）を実施し、原材料調達から
製造、包装、流通、使用、廃棄に至るまでの製品ライフサイクル全体における炭素排出量を含む環境影響を把握しています。これらのフレームワークは当社の方
法論を支え、LCA および PCF 評価における一貫性と信頼性を確保します。

LCA は製品の持続可能性戦略に反映され、温室効果ガス排出量の削減効果が最も高い施策の優先順位付けに寄与します。

AstraZeneca は、研究開発および製造においてグリーンケミストリーの原則およびプロセス質量強度（PMI）などの資源効率指標を適用し、エネルギー使用量、資
材使用量、廃棄物を削減することで、製品関連の炭素排出量の低減に貢献します。

製品 LCA の構築を支援するため、当社は Activate プログラムを通じて取得したサプライヤー拠点レベルの排出データ（温室効果ガス、水、廃棄物）およびサプラ
イヤーから直接提供される PCF データを活用しています。

拠点レベル（製造施設における排出量）および製品レベルの双方におい
て、温室効果ガス排出量の測定・管理・削減を行うための、構造化され
再現性と透明性を備えたアプローチを構築します。

製品および拠点レベルのカーボンフットプリント

背景

AstraZeneca のアプローチ

追加リソース

拠点レベルのカーボンフットプリ
ント

• 年次温室効果ガス（GHG）イン
ベントリ（スコープ 1・2 および
関連するスコープ 3）

• 第三者検証

• エネルギー源別内訳（電力、ガ
ス、蒸気）

• 排出係数および算定手法の明確
な開示

製品カーボンフットプリント

• PACT 手法に基づき、標準化さ
れた形式で PCF データを共有。

• 医薬品向け PAS 2090:2025 基準
に準拠

• 化学製品向け TfS 基準に準拠

サプライヤーのベストプラクティス

https://www.astrazeneca.com/sustainability/climate-change/product-sustainability.html
https://www.astrazeneca.com/sustainability/climate-change/product-sustainability.html
https://www.carbon-transparency.org/pact-methodology
https://www.carbon-transparency.org/pact-methodology
https://knowledge.bsigroup.com/products/pharmaceutical-products-product-category-rules-for-life-cycle-assessments-specification
https://peghub.org/resource?resource=266
https://peghub.org/resource?resource=266
https://peghub.org/downloadResourceFile?resource=268
https://peghub.org/downloadResourceFile?resource=268
https://peghub.org/downloadResourceFile?resource=268
https://peghub.org/downloadResourceFile?resource=268
https://peghub.org/downloadResourceFile?resource=267
https://peghub.org/downloadResourceFile?resource=267
https://peghub.org/downloadResourceFile?resource=267
https://peghub.org/downloadResourceFile?resource=179
https://peghub.org/downloadResourceFile?resource=179
https://peghub.org/downloadResourceFile?resource=179
https://pscinitiative.org/viewResource?resource=2844
https://pscinitiative.org/viewResource?resource=2844
https://pscinitiative.org/viewResource?resource=2844
https://pscinitiative.org/viewResource?resource=2844
https://www.tfs-initiative.com/pcf-guideline#suppliertoolkit
https://www.tfs-initiative.com/pcf-guideline#suppliertoolkit
https://www.tfs-initiative.com/pcf-guideline#suppliertoolkit
https://www.tfs-initiative.com/pcf-guideline#suppliertoolkit
https://www.bing.com/ck/a?!&&p=fbabd26f3d2fd632d571d3ee95001c79f6daf0e3aed9e8ad1689005129331599JmltdHM9MTc3MTU0NTYwMA&ptn=3&ver=2&hsh=4&fclid=3371e330-0d87-6b5b-2279-f51a0ca86ac0&psq=Activate+secaro&u=a1aHR0cHM6Ly9zZWNhcm8uaW8vc29sdXRpb25zL2luZHVzdHJ5L2FjdGl2YXRl
https://www.bing.com/ck/a?!&&p=fbabd26f3d2fd632d571d3ee95001c79f6daf0e3aed9e8ad1689005129331599JmltdHM9MTc3MTU0NTYwMA&ptn=3&ver=2&hsh=4&fclid=3371e330-0d87-6b5b-2279-f51a0ca86ac0&psq=Activate+secaro&u=a1aHR0cHM6Ly9zZWNhcm8uaW8vc29sdXRpb25zL2luZHVzdHJ5L2FjdGl2YXRl


バイオマテリアルとは、化石資源ではなく自然由来の有機資源（バ

イオソース）から製造される材料であり、バイオプラスチック、バ

イオ溶剤、バイオ燃料などに用いられます。しかし、自然由来の資

源を調達することで温室効果ガス削減が可能となる一方で、さまざ

まなリスクへの曝露が高まる可能性もあります。

当社は、切替を促す炭素削減効果が実質的かつ検証可能であること

を担保するとともに、「自然」および「人」に関連するリスク要因

を意思決定に組み込むため、バイオマテリアルに関するガイドライ

ンを策定しました。

定義

ポストコンシューマー廃棄物

「ポストコンシューマー材料とは、製品の
使用に由来する材料を指す」

「製品の最終使用者である家庭、商業・工
業・公共機関等から発生し、本来の用途で
はもはや使用できなくなった材料」

プリコンシューマー廃棄物/副産物

「プリコンシューマー材料とは、製品の製
造過程に由来する材料を指す」

「製造工程の過程で発生し、主流の製品フ
ローから外れた材料」

農業および加工における廃棄物/副産物は、
プリコンシューマー材料に該当します

バイオマテリアルがポストコンシューマー廃棄物由来であ
る場合、新たな環境負荷を伴わないため、関連する自然リ
スクは本質的に低いです。原産国および自然関連の生産リ
スクは該当しません。

これは、使用済みバイオ由来製品（廃食用油）、家庭系食
品廃棄物、都市ごみなど、消費者使用後に発生する廃棄物
を指します。

1. 透明性 - バイオマテリアルの製造に使用される原料については、数量および生産地（少なくとも国レベル）を開示し、常に把握
できる状態である必要があります。

2. 食料安全保障 - 低所得食料不足国（LIFDC）からの第 1 世代原料（専用作物）の調達は禁止しています。

3. Chain of Custody（CoC）- 原料を正確に分類できる必要があります。SBTN の高影響コモディティリストに該当する原材料由来の
バイオマテリアルについては、分別管理（Segregated）または同一性保持（Identity Preserved）の CoC を満たす供給源を、今後段
階的に求めていきます。

4. 認証 – 資材が持続可能に調達されていることを担保するため、第三者認証の取得を求めます。特に、森林破壊ゼロ、土地利用転
換の回避、労働権および人権の尊重を重視します。認証要件は原材料ごとに異なります。

バイオマテリアル

背景

AstraZeneca のアプローチ

追加リソースサプライヤーのベストプラクティス



すべての事業は、直接的に見えない場合であっても自然資本に依存しています。受粉、
水質浄化、気候調整、土壌の健全性といった生態系サービスは、業務運営、供給の継続
性、およびコスト安定性の基盤となっています。

自然との主な接点の例：
• 紙・包装：森林破壊や土地利用転換に関連する繊維原料の調達
• 食品・ケータリング：生物多様性の損失、水使用、温室効果ガス排出に関連する農

産物
• 水使用：地域の流域の健全性や生態系のレジリエンスに影響を与える事業用水・水

道用水
• 施設・物流：汚染、廃棄物、温室効果ガス排出に関わるエネルギー、土地、資材
• 製薬関連原料：薬用植物、農産物由来原料、その他の自然由来原材料（気候変動や

資源枯渇の影響を受けやすい）

• AstraZeneca の持続可能な調達フレームワーク。

• WBCSD Nature Action Portal：ベストプラクティス、
実装ツール、ネイチャーポジティブ戦略に関する業
界別事例については、WBCSD のガイダンスを参照し
てください。

AstraZeneca の間接調達に関する詳細なベストプラクティスは現在策定中で
あり、今後のコミュニケーションにおいて期待事項および指標を共有する予
定です。

現時点では、サプライヤーに対し以下の対応を推奨します：

• 間接カテゴリーと自然との関係を整理（マッピング）し、上流サプライ
チェーン全体にわたり自然リスクのスクリーニングを実施します。

• 森林・農業関連コモディティについて原産地までのトレーサビリティを
確立し、EUDR および関連する労働デューディリジェンス法に整合させ
ます。

• 原生林、泥炭地、生物多様性の高い地域を対象とする方針を策定し、期
限付きで実施するとともにサプライヤーによる遵守状況を検証します。

• KPI を設定し進捗を開示するとともに、自然関連リスク管理において認知
されたフレームワークを活用します。

AstraZeneca は、Worldfavor を通じたサプライヤーエンゲージメントに基づき、トレーサビリティ、森林破壊・土地利用、水資源管理、汚染・廃棄物、温室効果ガス排出、
人権、動物福祉、ガバナンスを対象とした原材料別ロードマップを策定しています。
AstraZeneca の間接調達に関する原材料別の定義は現在まとめ段階にあり、確定次第サプライヤーに共有される予定です。

現行の取り組みを見直すにあたり、企業は AstraZeneca の持続可能な調達フレームワークおよび以下の重点項目を活用できます：
• トレーサビリティと透明性の高いガバナンス
• 森林リスクコモディティに関する EUDR 整合の実務
• 水資源管理および流域レベルでのリスク管理
• 汚染防止、廃棄物最小化、循環性
• 土地利用の影響を含むスコープ全体での温室効果ガス削減
• サプライチェーン各層における人権および動物福祉の保護措置

自然
本ガイダンスは、自然由来コモディティを間接的に調達する、または事業活動の中で自然との関係を内包するサプライヤーを対象とし
ています。主要原材料の直接サプライヤーについては、すでに持続可能な調達プログラムへの関与が進められています。

背景

AstraZeneca のアプローチ

追加リソースサプライヤーのベストプラクティス

https://www.astrazeneca.com/content/dam/az/Sustainability/Sustainable-Use-and-Sourcing-of-Raw-Materials.pdf
https://www.astrazeneca.com/content/dam/az/Sustainability/Sustainable-Use-and-Sourcing-of-Raw-Materials.pdf
https://www.astrazeneca.com/content/dam/az/Sustainability/Sustainable-Use-and-Sourcing-of-Raw-Materials.pdf
https://www.wbcsd.org/nature-action-portal/
https://www.wbcsd.org/nature-action-portal/
https://www.astrazeneca.com/content/dam/az/Sustainability/Sustainable-Use-and-Sourcing-of-Raw-Materials.pdf
https://www.astrazeneca.com/content/dam/az/Sustainability/Sustainable-Use-and-Sourcing-of-Raw-Materials.pdf


「持続可能な調達」とは、「組織が物品、サービス、工事およびユーティリティに
関するニーズを満たすにあたり、ライフサイクル全体を通じて費用対効果を確保し
つつ、環境への影響を最小限に抑えながら、組織のみならず社会および経済にも恩
恵をもたらす方法で実施されるプロセス」と定義されています（ISO20400:2017-持
続可能な調達）。

調達に持続可能性を組み込むために、Sustainable 
Procurement Pledge（SPP）が策定したガイド。

Ecovadis Sustainable Procurement Barometer 2024 は、
購買優先順位の変化、持続可能性追跡ツール、サプ
ライヤーとのエンゲージメント手法、ならびにこれ
らの要素の社内プロセスへの統合の重要性を示して
います。

ISO 20400 ISO 20400 および持続可能な調達に関する
グローバルな実務コミュニティ

持続可能な調達（SP）｜持続可能性の強み

1. サプライヤー行動規範を策定し、その実施を証明できること。

2. 戦略の策定および評価に関する明確な持続可能性の指針を有する
こと。

3. サプライヤーに対し、持続可能性に関する明確な RFP（提案依頼
書）要件および評価・選定基準（例：サステナビリティの加重ス
コアリング）を提示すること。

4. 行動規範の遵守、監査権、情報開示/報告、サブコントラクターへ
のフローダウン義務、重大な違反に対する是正および契約解除に
関する標準化された契約条項を整備すること。

5. サプライヤーパフォーマンス管理（SRM）プロセスに持続可能性を
組み込むこと。

6. 調達部門における持続可能性能力向上計画を策定すること。

• 当社の持続可能性に対するアプローチおよび年次の取り組みについては、「Our Sustainability Impact」レポートに詳述しています。
• 当社は、社内の倫理規範をサプライチェーンに適用可能な内容に落とし込んだ第三者向け行動規範を整備しています。
• 当社はウェブサイト上に Supplier Sustainability Hub を設置し、持続可能性要件に関する明確かつ最新の情報、インサイト、支援プログラム、サプライヤーガ

イドおよび Supplier Sustainability Newsletter を通じた研修機会、ならびに問い合わせ窓口を提供しています。
• 調達プロセスにおける評価において、持続可能性に対し 10 ％のウェイトを必須としています。
• 契約条項に持続可能性要件を組み込んでいます。
• 優先サプライヤー認定の基準として、SBTi へのコミットメントを採用しています。
• サプライヤー間の持続可能性比較を容易にするため、LENS PowerBI 持続可能性ダッシュボードなどの社内ツールを開発しています。
• 持続可能性の観点で不適切なサプライヤーを明確に定義し、それらを管理するプロセスを整備しています。

持続可能な調達

背景

AstraZeneca のアプローチ

追加リソースサプライヤーのベストプラクティス

https://spp.earth/wp-content/uploads/2024/10/SPP_THE-GUIDE-v2-Q3-2024.pdf
https://resources.ecovadis.com/whitepapers/sustainable-procurement-barometer-2024
https://www.iso20400.org/
https://sustainabilityadvantage.com/sp/toolkit/
https://sustainabilityadvantage.com/sp/toolkit/
https://sustainabilityadvantage.com/sp/toolkit/
https://www.astrazeneca.com/content/dam/az/Sustainability/2025/pdf/AZ-Sustainability-Impact-Publication_May2025Final.pdf
https://www.astrazeneca.com/content/dam/az/PDF/Sustainability/Code-of-conduct-for-third-parties.pdf
https://www.astrazeneca.com/partnering/supplier-sustainability-hub.html
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セクション4：追加
リソースおよびサポート



追加リソース
サプライヤー向け持続可能性関連リソース：

• Sustainable Healthcare Coalition｜協働を通じて医療分野における持続可能な実践を促進する機会を

探求する、医療業界主導の団体

• Sustainable Procurement Pledge Beyond The Guide Deepdive｜医薬・ライフサイエンス分野

• Embedding Project｜企業が業務および意思決定全体に持続可能性を組み込むための有用なリソース

• PSCI 成熟度モデル｜各種持続可能性領域における成熟度を自己評価するためのモデル

脱炭素化リソース：

• スコープ 3 ピアグループ｜急速に進展するスコープ 3 のベストプラクティスやガイダンスを共有し、

連携して迅速かつ確実に取り組みを進めるための枠組み

• WBCSD リソース｜The Climate Drive

• 企業のネットゼロ実現に向けた道筋

• Pharma Net-Zero Delivery Playbook｜本 PSCI プレイブックはこれまでの取り組みを基に、医薬品開発

ライフサイクルに対応する 7 つの影響領域にわたり、24 の具体的な排出削減施策を提示

中小企業（SME）向けリソース：

• SME Climate Hub｜中小企業が気候変動対策に取り組み、将来に向けてレジリエントな事業を構築す

ることを支援する非営利のグローバルイニシアチブ

https://spp.earth/out-now-beyond-the-guide-deepdive-pharma-life-sciences-supply-chain/
https://spp.earth/out-now-beyond-the-guide-deepdive-pharma-life-sciences-supply-chain/
https://embeddingproject.org/
https://embeddingproject.org/
https://pscinitiative.org/supplierMaturity
https://pscinitiative.org/supplierMaturity
https://pscinitiative.org/supplierMaturity
https://www.scope3peergroup.com/
https://www.scope3peergroup.com/
https://www.scope3peergroup.com/
https://www.scope3peergroup.com/
https://www.wbcsd.org/resources/
https://www.wbcsd.org/resources/
https://www.wbcsd.org/resources/
https://initiatives.weforum.org/net-zero-supply-chain-support-hub/netzerojourneyforcompanies
https://initiatives.weforum.org/net-zero-supply-chain-support-hub/netzerojourneyforcompanies
https://pscinitiative.org/resource?resource=2573
https://pscinitiative.org/resource?resource=2573
https://pscinitiative.org/resource?resource=2573
https://pscinitiative.org/resource?resource=2573
https://smeclimatehub.org/
https://smeclimatehub.org/
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追加サポート

FAQ をご確認のうえ、
AstraZeneca の Supplier 
Sustainability Hub より

お問い合わせください。

SBTi リソースラ
イブラリはこち
らからご利用い
ただけます。

EcoVadis ヘルプセ
ンターはこちら
からご利用いた
だけます。

CDP ヘルプセン
ターはこちらか
らご利用いただ
けます。

https://www.astrazeneca.com/content/astraz/partnering/supplier-sustainability-hub.html
https://www.astrazeneca.com/content/astraz/partnering/supplier-sustainability-hub.html
https://sciencebasedtargets.org/resources
https://sciencebasedtargets.org/resources
https://support.ecovadis.com/hc/en-us
https://help.cdp.net/en-US/
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